
 

 

 

本日より通常の教育活動を再開しました。 
 

 

 
 
４月１１日（月）、草津市教育委員会教育部理事菊池誠様や保護者の皆様にご出席いただき、

第４４回老上中学校入学式を挙行しました。２３９名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうご
ざいます。呼名の際に返事をしている新入生の皆さん

の表情から、これから始まる中学校生活への大きな希
望や強い意気込みが感じられました。 

校長の式辞では、新入生の皆さんに大切にしてほし

いこととして、何点か話をしましたので、その一部を

紹介します。 

皆さんは今日から、老上中学校の生徒となります。

心の中には、これから始まる中学校生活への期待があ

る一方、不安もあるかもしれませんが、心配はいりま

せん。老上中学校には、温かく支えてくれる先輩や先

生がいますし、今周りにいる同級生もかけがえのない

存在となるのではないでしょうか。わからないことや困ったことがあれば、一人で悩まず周り

の人に気軽に相談してください。 

さて、本校では昭和五十四年の開校以来、自主・創造を学校の校訓として、自ら考え、正し

く判断して行動できる生徒の育成に力を入れています。別の言い方をすると、本校の合い言葉

の一つ「『考動する』生徒になろう」ということになります。この「考動」とは、あえて、「考

えて動く」と表現されています。「自分でよく考え、何かをしようと動くこと」、それが考動で

す。言われてするのではなく、一人ひとりが自分自身で考えて何かをやろうとすれば、新しい

ことを創り出すことにもつながります。老上中学校でのこれからの三年間、このことを忘れず

に中学校生活を送ってほしいと思っています。  

その上で、皆さんに中学生としての出発にあたり、私

から二つのことをお話し、今日からの中学校生活に役立

てほしいと思います。 

一つ目は、自分自身で目標を掲げ、その目標に向かって最後まであきらめず、地道に取り組

んでいってほしいということです。自分自身で目標を決めてがんばろうとすることに大きな値

打ちがありますし、その目標に向かって地道に努力すれば人は必ず成長します。また、その努

力は必ず皆さんの人生を豊かなものにしていってくれると確信しています。自分をよく見つめ、

自分の良さを最大限に発揮できるよう、将来に向けて達成したいと思う目標を考えて、取り組

んでください。 

二つ目は、仲間づくり、「友達を大切にすること」です。自分自身はもちろん、他人を大切に

することは、ヒトとして最も基本的なことであり、大事な生き方です。相手の立場に立って考

え、行動できる人に成長していってほしいと願っています。また、人をいじめることは、人と

して恥ずかしい行いです。絶対にしてはいけません。人の良いところを見つけてほめる、困っ

た人がいたら勇気をもって声をかける、そうした積み重ねがあれば、自然と自分の心も豊かに

なり、すばらしい集団になります。友達の良さを認め合い、お互いに助け合い、そして高め合

える仲間づくりをしていってください。・・・（略）  
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『自主・創造』 
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新入生の皆さん！ご入学おめでとうございます。 

『校訓』 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１１日、午前中には新任式と始業式を行いました。その際に２、３年生に向けた話の内

容を一部紹介します。新年度にあたり、みなさん一人ひとりは気持ちも新たに今日を迎えたこ

とでしょう。そして、「この学年では、こんなことに挑戦してみよう。これだけは大切に続けて

やっていこう。」と決意していることでしょう。 

３年生のみなさん今年はいよいよ卒業後の進路決定の年ですが、それだけが全てではありま

せん。修学旅行や老中祭を是非、皆さんの団結力で成功させてください。また、部活動にも全

力投球していきましょう。 

２年生のみなさんは、老上中での楽しい過ごし方を、入学してくる１年生に伝えてあげてく

ださい。また、２学期以降は部活動や生徒会活動の中心として学校の雰囲気をさらに盛り上げ

ていってください。 

≪自立心を身に付けよう≫ 
みなさんには、この中学校生活で「自立心」というものをつけてほしいと思っています。「自

立心」とは、字のとおり「自立する心」簡単に言うと、日々の生活の中で自分で考え、自信を

持って行動し、成功体験を重ねて達成感を味わうことになります。どんな小さなことでもいい

ので「自分で最後までやった」「できた」という達成感を積み重ねていくことで、自信がつき自

分から何事も挑戦しようとするようになり「自立心」というものが身について来るのです。「自

立心」が身についていないとどうなるのでしょうか。「自分で判断ができない」「何事も人任せ

になる」「失敗したら人のせいにする」といった自分から何もできない、自信が持てない人にな

ってしまします。今の自分はどうでしょうか。 

失敗を恐れず、常に目標を持っていろんなことに挑戦し、たくさんの友達といろんな経験を

し、「自立心」を育んでほしいと思います。 

 

２・３年生の皆さん！進級おめでとうございます。 
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